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 男女共同参画に関する事業所実態調査 

 

 

    お   願   い 

 

市民の皆様には，日ごろから本市のまちづくりについてご理解とご協力をいただき，

厚くお礼申しあげます。 

 本市では，だれもがいきいきと自分らしく生きる男女共同参画社会の実現を目指し

て，「第２次たかまつ男女共同参画プラン（改訂版）」を平成１９年３月に策定し，さ

まざまな取組を進めております。この取組をさらに充実させるとともに，「第３次た

かまつ男女共同参画プラン（仮称）」の策定に向けての基礎資料とするために「男女

共同参画に関する事業所実態調査」を実施いたします。 

 この調査をお願いするに当たりましては，市内に住所を有する事業所から 1,500 

の事業所を無作為に選ばせていただきました。 

  今回の調査結果は，すべて統計的に処理されますので，お答えいただいた貴事業所

に関する情報が公表されることや，調査の目的以外に使用されることは一切ございま

せんので，率直なご意見をお聞かせください。 

お忙しいところ，大変お手数をおかけしますが，調査の趣旨をご理解いただき，調

査にご協力いただきますようお願いいたします。 

 

      平成２２年８月 

 

                                          高松市長   大 西 秀 人 
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                ＜ご記入にあたってのお願い＞ 

 

１ この調査は無記名方式です。調査票にも，返信用封筒にも，事業所名や住所を書く必要

はありません。 

２ この調査票のご回答は，経営者（代表者）または人事・労務担当の方にお願いいたしま

す。 

３ この調査は，事業所を対象として実施しておりますので，他に本社・支店等がある場合

でも貴事業所の状況に限ってお答えください。 

４ 平成２２年４月１日現在を基準としてご回答ください。 

５ ご回答は，それぞれの質問について，あてはまる数字をご記入ください。 

  質問ごとに「１つだけ」「３つ選び」「主なものを５つ」などと指示がありますので，質問

をよくお読みになってご回答ください。 

６ 質問によっては，さらに追加してお聞きする副問があります。これは，主問の回答の中

で，ある条件に該当する方だけに回答していただく質問です。 

７ 「その他」に当てはまる場合は，（    ）内に具体的な内容を記入してください。 

 ご記入後は，同封の返信用封筒に入れ，切手をはらずに，８月２５日（水）までにポス

トにお入れください。 

９ この調査について，わからないことなどお問い合わせがございましたら，下記へご連絡

ください。  

 

 【問い合わせ先】  高松市市民政策部企画課 男女共同参画推進室   

            電話 ８３９－２２７５，ＦＡＸ ８３９－２１２５ 

            〒 ７６０－８５７１ 高松市番町一丁目８番１５号 

 

貴事業所についてお伺いします 

F１ 業 種（主な業種を選び数字でご回答ください。また，副次的な   回答記入欄 

業種がある場合には，その業種もご回答ください。）    F１ 

１ 建設業 

２ 製造業 

３ 運輸・通信業 

４ 電気・ガス・熱供給・水道業 

５ 卸売・小売業 

６ 金融・保険業 

７ 不動産業 

８ 飲食店 

９ サービス業 

10 介護・福祉・医療 

11  その他（                       ） 

 

 

主な業種 

副次的な業種 

（主なものを３つまで） 
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F２ 従業員数（人数を記入してください。）   

     
正規従業員 

パートタイム・アルバイト・ 

嘱託・派遣職員等 

男 性 女 性 男 性 女 性 

従業員数 

人 人 人 人 

 

              

 

問１ 貴事業所では次のような採用を行っていますか。特に当てはまるも 

のを３つまで選んでください。 

 

    １ ３０歳以上の中途採用 

    ２ 出産・介護等で一度退職した人の再雇用 

    ３ 高齢者の採用 

    ４ 定年退職者の再雇用 

    ５ 在宅勤務者の雇用 

    ６ 特に行っていない 

    ７ その他（                       ） 

 

 

問２ 貴事業所の平均的な１日の労働時間（残業を含む）について，どの

ように思われますか。当てはまるものを１つ選んでください。 

 

    １ 長いと思う    ２ 尐し長いと思う  ３ 適当だと思う 

    ４ 尐し短いと思う  ５ 短いと思う 

 

問３ 貴事業所では，過去２年間（平成２０年４月～２２年３月）に労働 

時間の短縮を実施しましたか，または今後，労働時間短縮を実施する

予定はありますか。当てはまるものを１つ選んでください。 

 

    １ 実施した   ２ 実施する予定である  ３ 検討中である 

    ４ 実施していないし，その予定もない 

 

問４ 貴事業所では，男性または女性のみを配置している職種があります 

か。当てはまるものを１つ選んでください。 

 

    １ ある  ２ ない  ３ 従業員が男性または女性のみである 

 

 

 

回答記入欄 

F２ 

(左の枠内に 
ご記入くだ 
さい。) 

 

 

 

 

 

 

問１ 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

問２ 

  

 

 

 

 

問３ 

 

 

 

 

 

 

問４ 

 

  

 

 

 

 

従業員の採用について 

従業員の就労・配置状況について 
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問４で「１ ある」と答えられた事業所にお伺いします。 

それ以外の「２」または「３」と答えられた事業所は，問５へ 

 

問４－２ 男性または女性のみを配置しているのはどのような職種です 

か。男女別にお答えいただくため，該当のある問にお答えくださ 

い。どちらもある場合は，両方にお答えください。 

（１） 男性のみを配置している職種（特に当てはまるもの３つまで選んで 

ください。） 

     １ 定型的・補助的な事務職  ２ 一定の技能が必要な事務職 

     ３ 高度な判断等が必要な事務職   

 ４ 専門的知識・技術が必要な専門・技術職 

     ５ 公的資格が必要な職種   ６ コンピュータ関連の技能職 

     ７ 営業，外交員       ８ 店頭販売員・接客員 

     ９ サービス業        10 生産工程作業員 

     11 建設・土木作業員     12 労務作業員 

     13 保安職      14 運輸・通信職（運転士，電話交換手等） 

     15 その他（                      ） 

 

（２） 女性のみを配置している職種（特に当てはまるもの３つまで選んで 

ください。） 

     １ 定型的・補助的な事務職  ２ 一定の技能が必要な事務職 

     ３ 高度な判断等が必要な事務職  

  ４ 専門的知識・技術が必要な専門・技術職 

     ５ 公的資格が必要な職種   ６ コンピュータ関連の技能職 

     ７ 営業，外交員       ８ 店頭販売員・接客員 

     ９ サービス業        10 生産工程作業員 

     11 建設・土木作業員     12 労務作業員 

     13 保安職      14 運輸・通信職（運転士，電話交換手等） 

     15 その他（                      ） 

 

引き続き，問４で「１ ある」と答えられた事業所にお伺いします。 

問４－３ 今まで女性を配置していなかった職種への女性の配置，男性を 

配置していなかった職種への男性の配置をしていく意向がありま

すか。当てはまるものを１つ選んでください。 

 

   １ 積極的に配置 

   ２ 個人の能力や適性から可能であれば配置 

   ３ 本人が希望すれば配置 

   ４ 従来のままの配置   ５ その他（         ） 

 

 

 

回答記入欄 

問４－２ 

 

 

 

 

(1) 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 

 

 

 

  

   

 

  

 

 

 

 

 

 

問４－３ 
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問５ 貴事業所の係長相当職以上の管理職について，そのうち女性の割合 

はどれくらいですか。当てはまるものを１つ選んでください。 

   １ ０％      ２ １０％未満    ３ １０％～１９％ 

   ４ ２０％～２９％ ５ ３０％～３９％  ６ ４０％～４９％ 

   ７ ５０％以上   ８ 女性従業員はいない（問７へ） 

 

問５で，「０％」，「１０％未満」および「１０％～１９％」と答えられた 

事業所にお伺いします。これら以外の事業所は次の問６へ 

問５－２ 貴事業所で女性管理職が尐ないのはどのような理由からです 

か。特に当てはまるものを３つまで選んでください。 

     １ 必要な知識や経験，判断力等を有する女性がいない 

     ２ 役職に就くための在職年数等を満たしている女性がいない 

     ３ 顧客や職場の上司・同僚・部下との関係に不安がある 

     ４ 家庭があるので責任ある役職に就けられない 

     ５ 仕事がハードで女性には無理である 

     ６ 女性が希望しない 

     ７ その他（                      ） 

 

問６ 貴事業所では，女性管理職登用について，どのような取組をしてい 

ますか。特に当てはまるものを３つ選んでください。 

 

１ 昇進・昇格基準について，男女同一のものを定めて従業員に周 

知し，男女同一基準で選考を行っている 

     ２ キャリア形成のモデルとなるような管理職を育成している 

     ３ 女性のいない，または尐ない職種や職務に積極的に女性を配置 

している 

４ 女性の管理職を増やすための目標値を設定している 

５ 女性では満たしにくい昇任要件（地方勤務や現場経験等）を 

       見直している 

６ その他（                       ） 

 

 

問７ 貴事業所では，育児休業制度および介護休業制度を就業規則等によ 

り規定していますか。当てはまるものを１つ選んでください。  

  規
定
あ
り 

規
定
な
し 

(1)育児休業制度（法定の産後休業後の育児のための休業） 1 2 

(2)介護休業制度 1 2 

 

 

回答記入欄 

問５ 

 

 

 

 

 

 

問５―２ 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

問６ 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

問７ 

 

 

 

 

(1) 

 

(2) 

 

 

従業員の育児・介護等について 
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問８－１ 過去 2 年間（平成２０年 4 月～２２年 3 月）に男性と女性それ 

ぞれの育児休業取得者はいますか。それぞれに当てはまるものを１

つ選んでください。「１ いる」の場合は，取得者数もお書きくださ

い。 

   

       １ いる（     ）人    ２ いない 

 

 

問８－２ 過去 2 年間（平成２０年 4 月～２２年 3 月）に，子どもが生ま 

れた人のうち，育児休業取得者の男性と女性の比率はそれぞれどの

くらいですか。当てはまるものを１つ選んでください。 

 

    １ ９０％～１００％     ２ ７０％～９０％未満     

３ ５０％～７０％未満    ４ ３０％～５０％未満  

５ １０％～３０％未満    ６ １０％未満 

    ７ ０％           ８ 出産した人はいない 

 

 問 8－１で育児休業取得者がいる事業所にお伺いします。いない事業所は， 

問 10 へ 

問９ 過去 2 年間（平成２０年 4 月～２２年 3 月）で育児休業取得者の 

取得期間について，次のどの期間の人が一番多いですか。女性，男性

それぞれに当てはまるものを１つ選んでください。 

 

     １ ３か月未満        ２ ３か月～６か月未満    

３ ６か月～８か月未満    ４ ８か月～１０か月未満  

５ １０か月～１２か月未満  ６ １２か月～１８か月未満  

  ７ １８か月～２４か月未満  ８ ２４か月以上 

 

問 10 過去 2 年間（平成２０年４月～２２年３月）で介護休業を取得（利 

用）した人はいますか。「１ いる」の場合は，男女別人数もお書きく

ださい。 

 

  １ いる（男   人，女   人）   ２ いない 

 

問 11 貴事業所では，育児休業や介護休業制度の実施に伴う次のような取 

組みを行っていますか。特に当てはまるものを３つまで選んでくださ

い。 

    １ 代替要員の確保    ２ 社内報等による周知 

    ３ 復帰のための研修   ４ 相談窓口の設置 

    ５ 特になし       ６ その他（          ） 

 

 

回答記入欄 

問８－１ 

男性 

 

 

（   ）人 

女性 

 

 

（   ）人 

 

問８－２ 

男性 

 

 

女性 

 

 

 

問９ 

 

女性 

 

 

男性 

  

 

 

問 10 

  

 

（男  ）人 

（女  ）人 

 

問 11 
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問 12 今後，育児休業や介護休業制度を定着させる上で，特に問題と思わ 

れることを３つまで選んでください。  

 

    １ 代替要員の確保や処遇 

    ２ 休業中の事情の変化により，人員計画が立てにくい 

    ３ 休業者の周囲の人の業務負担 

    ４ 代替要員で務まらない業務および業務効率が非常に落ちる 

    ５ 制度を利用しやすい周りの雰囲気がない 

    ６ 利用する人と利用しない人の不公平感 

    ７ 休業中の賃金等の負担 

    ８ 復職時に能力が低下している場合がある 

    ９ 特になし 

    10 その他（                       ） 

 

問 13 貴事業所では，子どもを育てながら働いている人のために，特別な 

配慮をされていますか。特に当てはまるものを３つまで選んでくださ

い。 

    １ 勤務時間短縮，時差出勤   ２ フレックスタイムを導入 

    ３ 時間外労働軽減・免除    ４ 事業所内託児施設 

    ５ 育児時間制度        ６ 家族看護休暇 

    ７ 育児に要する経費の援助 

 ８ 特にない 

    ９ その他（                       ） 

 

問 14 貴事業所では，家族の介護をしながら働いている人のために，特別 

な配慮をされていますか。特に当てはまるものを３つまで選んでくだ

さい。 

 １ 勤務時間短縮，時差出勤   ２ フレックスタイム導入 

    ３ 時間外労働軽減・免除    ４ 事業所内託児施設 

    ５ 育児時間制度        ６ 家族看護休暇 

    ７ 介護に要する経費の援助   ８ 特にない   

    ９ その他（                ） 

 

問 15 貴事業所において，女性（母性）の健康管理のためにどのような配 

慮を行っていますか。特に当てはまるものを３つまで選んでくださ 

い。 

    １ 健康診断          ２ 生理休暇 

    ３ 妊娠中の通院休暇      ４ 妊娠中の通勤緩和措置 

    ５ 妊娠中の休憩措置      ６ 妊娠障害のある場合の休暇 

７ 特にない          ８ その他（        ） 

 

 

回答記入欄 

問 12 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

問 13 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

問 14 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

問 15 
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パートタイム労働者を雇用している事業所にお伺いします。 

雇用していない事業所は，問 18 へ 

 

問 16 パートタイム等労働者を雇用しているのは，どのような理由からで 

すか。特に当てはまるものを３つまで選んでください。 

 

  １ 業務が増加     ２ 新卒等の正規従業員の採用が困難 

  ３ 人が集めやすい   ４ 一時的な繁忙時期に対応 

  ５ 1 日の忙しい時間帯に対応  

  ６ 経験・知識・技能のある人を採用 

  ７ 簡単な仕事内容   ８ 人件費が割安（労務コストの効率化） 

  ９ 仕事量が減った時の雇用調整が容易 

  10 退職した正規従業員の再雇用に役立つ 

  11 定年者の再雇用・勤務延長策 

  12 その他（                       ） 

 

問 17 貴事業所において，最も多くのパートタイム等労働者に適用される 

1 日当たりの平均労働時間数および週当たりの平均労働日数はどう 

なっていますか。 

 

（1）1 日当たりの平均労働時間数を１つ選んでください。 

 

   １ 2 時間未満          ２ 2 時間以上～4 時間未満  

   ３ 4 時間以上～6 時間未満      ４ 6 時間以上 

 

（2）週当たりの平均労働日数を１つ選んでください。 

   １ 1 日   ２ 2 日  ３ 3 日  ４ 4 日  ５ 5 日  

  ６ 6 日以上 

 

 

 

問 18 貴事業所では，セクシュアル・ハラスメントについて，従業員に共 

通の理解が得られていると思われますか。当てはまるものを１つ選ん

でください。 

 

  １ ほぼ理解されていると思う  

２ ある程度は理解されていると思う 

  ３ あまり理解されていないと思う   ４ わからない 

 

 

回答記入欄 

 

 

 

 

問 16 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 17 

 

 

 

(1) 

 

 

 

 

(2) 

 

 

 

 

 

問 18 

 

 

 

 

 

 

 

パートタイム等について 

セクシュアル・ハラスメントについて 
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問 19 貴事業所では，セクシュアル・ハラスメントが事業所内で問題に 

なったことがありますか。当てはまるものを１つ選んでください。 

 

    １ 問題になり事業所内で対応したことがある 

    ２ 事業所内でうわさを聞いたことがある 

    ３ 問題になったことも，うわさを聞いたこともない 

    ４ その他（                       ） 

 

問 20 貴事業所でセクシュアル・ハラスメント防止に向けて，現在実施し 

ている，もしくは今後の実施を考えている取組みがありますか。特に 

当てはまるものを３つまで選んでください。 

    １ セクシュアル・ハラスメント防止の指針を定める 

    ２ セクシュアル・ハラスメント防止パンフレット等の資料を配布 

し，周知・啓発する 

    ３ セクシュアル・ハラスメントに関する研修等を行う 

    ４ 相談窓口を設ける    ５ 常に職場での実態把握に努める 

    ６ 特になし   ７ その他（              ） 

 

問 20 で「４ 相談窓口を設ける」と答えた事業所で，既に相談窓口を設け 

ている事業所にお伺いします。 

問 21 過去 2 年間で相談はありましたか。当てはまるものを１つ選んでく 

ださい。 

 

    １ あった     ２ なかった 

 

 

 

問 22 ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）を重要視してい 

ますか。当てはまるものを１つ選んでください。 

 

    １ している          ２ どちらかといえばしている 

   ３ どちらかといえばしていない ４ していない    

   ５ わからない 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

回答記入欄 

問 19 

 

  

 

 

 

 

問 20 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

問 21 

 

 

 

 

 

 

問 22 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワーク・ライフ・バランスにいて 
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問 23 ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）について，何か具 

体的な取組をしていますか。特に当てはまるものを３つ選んでくださ

い。 

 

  １ 育児や介護のための短時間勤務制度 

２ ノー残業デーの設定 

３ フレックスタイム制度 

    ４ 時間・半日単位での有給休暇の取得 

    ５ 事業所内託児施設の設置 

    ６ 特に何もしていない 

    ７ その他（                        ） 

 

 

 

問 24 女性を雇用・活用する上において，問題となることがありますか。 

特に当てはまるものを３つまで選んでください。 

 

    １ 女性の勤続年数が短い    ２ 家庭を考慮する必要がある 

    ３ 家庭の事情等による休みが多い 

    ４ 顧客や取引先を含め，社会一般の理解が不十分 

    ５ 管理職や同僚男性の認識，理解が不十分 

    ６ 女性のための就業環境の整備にコストがかかる 

    ７ 時間外・休日勤務，深夜業の従事 

    ８ 体力面等から従事しにくい業務や法制上の制約 

    ９ 転勤            

 10 出張等の指示を出しにくい 

    11 女性の職業意識 

    12 特になし 

    13 その他（                        ） 

 

 問 25 から問 27 までは女性従業員のいる事業所にお伺いします。いない事 

業所は問 28 へ 

問 25 貴事業所では，女性従業員がいつまで働くことを望みますか。貴事 

業所の考えに最も近いものを１つ選んでください。 

 

    １ 結婚・出産にかかわらず，仕事を継続 

    ２ 結婚するまで  

    ３ 出産するまで  ４ 出産後，育児が一段落してから再び働く 

 ５ その他（              ） 

 

 

 

回答記入欄 

問 23 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

問 24 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 25 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

女性の雇用について 
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問 26 最近，女性の雇用管理でどのような点が変わりましたか。特に当て 

はまるものを３つまで選んでください。 

 

    １ 採用が増えた  

２ 管理職など責任ある職務に就く女性が増えた 

    ３ 配置される部署が広がった       ４ 転勤が増えた 

    ５ 時間外労働，休日出勤が増えた 

    ６ 深夜業をするようになった    

７ 結婚，出産しても働きつづける女性が増えた 

    ８ 育児・介護休業を取得する女性が増えた  

 ９ 教育訓練が充実してきた 

    10 お茶くみなどの雑務をすることが減った 

    11 変化はない  12 その他（               ）   

 

問 27 貴事業所では，女性がその能力を十分発揮できる環境を整えるた 

めに，どのようなことに取り組んでいますか。特に当てはまるものを 

３つまで選んでください。 

 

  １ 女性活用の担当部署を定め，事業所内の推進体制を整備 

  ２ 女性対象の研修等を実施し，女性の能力の向上を図る 

  ３ 配置転換等を男女同じように行い，女性のキャリアアップを図る 

  ４ 管理職を積極的に増やす  

 ５ 性別に関係なく能力主義的な人事考課を行う 

  ６ 職場の会議や勉強会へ女性を積極的に参加させる 

  ７ 管理職や男性同僚の意識改革をするための啓発 

  ８ 仕事と家庭の両立支援制度を整備し，活用を促進する 

  ９ 女性従業員の意見や要望を聞く場や制度を設ける 

10 体力面での個人差を補う器具，設備等を設置するなど，働きやす 

 い環境を整備する 

11 相談窓口を設ける   

12 女性（母性）の健康管理対策を進める 

  13 社宅・寮の貸与や福利厚生制度を充実する 

14 特になし 

15 その他（              ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答記入欄 

問 26 

 
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 27 
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問 28 女性と男性が平等に仕事を続けていくためには，どのようなこと 

が必要だと思いますか。特に必要と思われるものを 3 つまで選んでく 

ださい。 

 

  １ 家庭内の家事分担      

２ 育児・介護に対する家族の協力 

    ３ 就労に対する家族の理解 

  ４ 職場の上司や同僚の理解 

    ５ 保育制度の充実（乳児保育，延長保育，病児保育など） 

    ６ 介護サービス，介護施設の充実  

 ７ 出産休暇，育児休業，介護休業などの制度の充実 

    ８ 職場における出産休暇，育児休業，介護休業などがとりやすい環 

     境作り 

    ９ 女性の起業や就職に対する支援  

10 女性管理職の登用や研修機会の充実  

11 女性自身の就業意識の高揚   

12 結婚，出産退職などの慣行撤廃 

13 長時間労働の見直し     

14 労働組合の組織化や取り組み 

15 男女の性別による職種をなくす  

16 税制，社会保障制度の見直し 

    17 わからない 

  18 その他（                       ） 

 

問 29 雇用の場における男女平等を進めるために，現状から見て，今後， 

特に男女の格差をなくしていく必要があると思われることを３つま 

で選んでください。 

 

    １ 従業員の募集・採用      ２ 賃金  

    ３ 昇格・管理職への登用     ４ 人事考課・能力評価 

    ５ 研修・訓練          ６ 配置転換・キャリアアップ 

    ７ 福利厚生制度         ８ 定年・退職・解雇 

    ９ お茶くみなど仕事以外の雑務 

10 特にない  11 その他（               ） 

 

 

 

 

 

 

 

回答記入欄 

問 28 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 29 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男女共同参画について 
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問 30 男女共同参画社会の実現に向けて，今後のキーワードとなるもの 

は何だと思われますか。 

   

 

 

 

 

※男女の雇用，働きやすい社会づくりなどについて，ご意見等がありました 

ら自由にご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答記入欄 

問 30 

 

(左の枠内に 
ご記入くだ 
さい。) 

 

 

 

 

 

 

(左の枠内に 
ご記入くだ 
さい。) 

 

 

 

 

お忙しいところ，調査にご協力いただきましてありがとうございました。 

同封の返信用封筒に入れて，８月２５日（水）までに返送してください。 


